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SDGsに関する国内外の動向（2021年）

• コロナ禍でSDGsの進捗には深刻な遅れ（UN, 2021）

• このままの進捗状況が続くと、アジア太平洋地域では104の測定
可能なターゲットのうち９つしか到達できない（ESCAP, 2021）

• 2021年HLPFは目標1、2、3、8、10、12、13、16、17の他、
2020年までの早期達成が目指された21のターゲットについて進
捗状況をレビュー（完全に達成できたターゲットはなし）

• HLPFで日本は自発的国家レビュー（VNR）を発表（ 4年ぶり2度
目）

• 9月、グテーレス国連事務総長は「私たちの 共通の課題（Our 
Common Agenda）」を発表。「誰一人取り残さない」、「私
たちの地球を守る」といった12 のテーマに沿って様々な行動を
提案。2030年以降を見据えた「サミット・フォー・ザ・フュー
チャー」開催も提案。
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SDGsに関する国内外の動向（2022年）

• 来年（2023年）はSDGsの折り返し地点

• 9月にSDGsサミットを開催予定

• そのタイミングを見据え、持続可能な開発に関するグローバル・レポート
（GSDR）2023の準備が進行中

• 日本はパリ協定とSDGsのシナジー強化に関する国際会議開催予定

※ウクライナ情勢で様々な国際会議のスケジュールが変化する可能性も



⚫ 全政策が評価の対象。政策の担当省庁が事前・事後評価を

実施。

⚫ SDGsの取り組みも事前・事後評価のサイクルに導入。

⚫ 財務省が政策評価の制度設計を所管（ガイダンス・評価手

法は財務省HP上で公開）

⚫ 事前評価への「SDGテスト」の導入

⚫ 議会及び会計監査院による、予算書・年次報告書の監査

（Audit）

⚫ 研究機関を活用した、政策評価とSDGsのモニタリング

オランダにおけるSDGs実施のモニタリングと報告



事前評価（総合評価フレームワーク：IAK）
⚫ 総合評価フレームワーク（IAK）：７つの設問に回答する形での事前評価

【フェーズ１：問題解析】

1. 政策要望の理由は何か
2. 関係している利害関係者は誰か
3. 課題は何か
4. 目的は何か
5. 政府干渉を正当化するものは何か

【フェーズ２：政策手段の選択】

6. どの手段が最適か（正当性、効率性、実行可能性）

【フェーズ３：影響の評価】

7. その結果、どのような影響が生じるか
（市民、ビジネス、政府、ICT、環境、周辺に対して）

⚫ 「SDGテスト」：2019年以降に制定される全法律・政策のSDGs対応化を受け、発展途上国、
ジェンダー平等に与えうる影響の２観点を設問７に追加。

英語版IAK 実践ガイド (オランダ財務省): https://www.kcbr.nl/sites/

default/files/iak_english_incl_corrections_02-11-2017.pdf 

https://www.kcbr.nl/sites/default/files/iak_english
https://www.kcbr.nl/sites/default/files/iak_english


研究機関活用によるSDGsのモニタリングと評価
⚫ 中央統計局（CBS）、オランダ環境評価機関（PBL）とオランダ社会研究所（SCP）と共同で、

持続可能性をモニタリングする「サステナブルオランダモニター」を考案、2017年に導入

⚫ 2018年度より、CBSが毎年それに基づいた「ウェルビーイングとSDGsのモニタリング」とし

て結果を報告。後半部は「SDG報告書」に相当、行政評価サイクルに導入・監査対象

⚫ 尚、PBLは、インフラ・水管理省の下部組織だが、

独立して政策関連調査・研究を実施

「地球環境分野SDGsの国家政策へのプラネタリーバウンダリー概念の活用」

（ 2018年）

Monitor of Wellbeing & Sustainable Development Goals 2021 (オランダ中央統計局): https://longreads.cbs.nl/monitor-of-well-being-and-sdgs-2021/



事後評価（定期的な評価に関する規則：RPE）
⚫ 定期的な評価に関する規則（RPE）：15個の設問に回答する形で事後評価を７年に１回実施
⚫ 担当省庁の大臣はRPEに基づく評価結果を議会・会計監査院に報告責任を負う
⚫ 分野横断的な政策は、省庁横断的政策調査（IBO）による政府レベルでの評価
⚫ 評価を含む年次報告書を議会・会計監査院が監査することで対応
⚫ 対象政策と評価の進捗状況（予定含む）は政府ホームページ上に公開
⚫ 2017年以降、統計局による「SDG報告書」の提出・監査もこのサイクルで実施。

評価対象の政策と進捗状況一覧 (オランダ財務省):https://www.rijksfinancien.nl/beleidsevaluatie/onderzoek

各省庁発表の年次報告書に基づき、「アカウン
タビリティの日（5月第3水曜日）」に議会及び
会計監査院から監査を受ける伝統がある。

https://www.rijksfinancien.nl/beleidsevaluatie/onderzoek


1. 本政策評価対象となる政策は何か
2. 本政策の一部が評価対象となる場合、政策の他の部分はいつ調査されるか
3. 本政策の実施理由は何か、この理由は直近においても妥当であるか
4. 政府の責任は何か
5. 利用された政策手法はどのようなものか、一貫性はあるか
6. 本政策にどのような⽀出が伴ったか（サードパーティーへの費用等を含む）
7. ⽀出の根拠は何か、その⽀出は政策の規模、利用、価格等にどう関連するか
8. どの評価がされたか、また、評価の方法と理由は何か
9. 政策のうちどの部分が（まだ）評価されていないか（将来的に有効性の評価が可能か不可能

かについての説明を含む）
10. 政策分野に関する有効性と効率性を明らかにするために（評価の際に必要）調査資料はどの

程度利用可能か
11. 政策の目標は実現したか
12. 政策はどの程度効果的だったか、正負の効果はあったか
13. 政策はどの程度効率的だったか
14. 効率性と有効性を⾼めるために、どのような措置を取ることができるか
15. 利用可能なリソースが大幅に少ない場合

（予算案の約20%）どの政策オプションが可能か

参考：事後評価（定期的な評価に関する規則：RPE）

出典：政策評価のガイダンス (オランダ財務省)より作成
https://archief.rijksfinancien.nl/handreiking-beleidsdoorlichtingen

https://archief.rijksfinancien.nl/handreiking-beleidsdoorlichtingen
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ありがとうございました

サステイナビリティ統合センター


